

















大脳半球優位性、脳幹スイッチ機構、脳センサ一、 40、60系、 1 8日系
はじめに
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優位差の少ない型 17名 18.5% 













睡眠剤、安定剤、レスタミン、 eI c 
4. 自律神経刺激 息こらえ、左頚動脈の圧迫、 et c 
5 ，臭覚刺激 左鼻腔(言語半路側)の刺激に限る.































































トロンCT)、田中吉資 (Lateral eye movementによる中国人と日
本人の脳の比較)、中国、高成華(ツノダテストによる少数民族を含む中国人の脳)など









































遺伝子工学の膨大な実験計画に刺激されて、 1 992年より 20 0 0年の問に、自己を対





















これらの特徴は視覚、触覚、振動覚にも見いだされた。 (19 8 4) 
199 0年代に入って、ソニー生命情報研究所の鎌田幹夫氏の作成した1本以上200本
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1000， 1240， 1640Hzの13周波数について、 1 0 H z，および、10 
Hzの精度の発振器(横河ヒュウレット。パッカード社製33 2 5 -Bop一o0 1) 
を使用して、実験を反復試行してきた。
その結果は、例えば、



























































































































































































を確認した。以後、 8月18日、 9月5日、 23日、 10月11日、 29日、 11月16日、
12月4目、 22日、 1993年1月9日、 27日、 2月14日、 3月4日、 22日、 4月9日、
27日、 5月15日、 6月2日、 20日、 7月8目、 26日、 8月13日、 31日、 9月18日、























北部、 M : 7.6， 7月12日中国ミヤンマM : 7.2. 8月16日、パプアニューギニ








2) 被験者の全員が、予定された 18日周期の当日の午前 7時 15分頃に新
しい 18日系に移行した。また， 18系は 1340Hz幅の層状構造をしている。







199 5年 11月19日は 18日系の切り替わり予定日であったが、 1日遅れて
2 0日に切り替わった。ここから長く続いた18日の周期は 19日に切り替わり、
以後 12月9日、 28日、 1 9 9 6年 1月16日..・H ・.. と19日周期となり、
199 8年5月20日まで続いた。それ以後は、再び18日周期に戻っている。
4) 1 8日、 1 9日の周期を示す原因は不明である。年輪系、月齢などに似
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